
プログラム

開会の辞　　8：40～　
 会長：河野　美幸（金沢医科大学　小児外科）

セッション1　「食道・胃」　　8：45～9：06
 座長：八木　　実（久留米大学医学部　外科学講座小児外科部門）

1-1 幽門狭窄症術後に萎縮性胃炎および鉄欠乏性貧血をきたした1例
聖路加国際病院小児外科 吉村 翔平

1-2 機能的な幽門通過障害に対し幽門形成術を行った小児5例
大阪大学医学部附属病院　小児成育外科学 米山 知寿

1-3 小児難治性食道逆流症の実態に関する全国アンケート調査（第2報）
久留米大学医学部外科学講座小児外科部門 深堀  優

セッション2　「腸管」　　9：10～9：38
 座長：漆原　直人（静岡県立こども病院　小児外科）

2-1 過度の空気嚥下によるイレウス症状を繰り返す重症心身障がい児の1例
岡山大学病院　小児外科 野田 卓男

2-2 空気嚥下症による消化管捻転2例に対する手術
獨協医科大学埼玉医療センター　小児外科 岡崎 英人

2-3 腸管延長術（STEP術）後のstaple line潰瘍出血に対し5-ASA製剤にて潰瘍の消失を得た1例
北海道大学大学院医学研究院消化器外科学教室Ⅰ 荒  桃子

2-4 S状結腸捻転を合併した高度便秘に対しS状結腸切除を行った2例
静岡県立こども病院　小児外科 三宅  啓
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セッション3　「基礎」　　9：40～10：28
 座長：榎本　秀樹（神戸大学　生理学・細胞生物学講座）
 　　　吉崎　尚良（金沢医科大学　小児外科）　

3-1 ［基調講演］腸管神経節細胞に関する研究
神戸大学生理学・細胞生物学講座 榎本 秀樹

3-2 歯髄細胞と脱細胞技術を用いた人工小腸作成の試み
慶應義塾大学医学部　小児外科 藤村  匠

3-3 Hirschsprung病類縁疾患の消化管神経叢に対する新規生体観察手法による観察可能性の検討
三重大学大学院　消化管小児外科 小池 勇樹

3-4 腸管神経発生における細胞外マトリクスの役割
金沢医科大学　小児外科学 安井 良僚

3-5 ヒルシュスプルング病根治術における共焦点内視鏡を用いた腸管神経可視化への挑戦
東京都立小児総合医療センター外科 下島 直樹

セッション4　「H病類縁疾患」　　10：30～11：05
 座長：新開　真人（神奈川県立こども医療センター　外科）

4-1 胎児期に腸管拡張と羊水過多を示した機能的新生児腸閉塞の1例
埼玉医科大学病院　小児外科 広原 和樹

4-2  緩徐に進行する腹部膨満と消化管拡張を契機に診断された多発性内分泌腫瘍症2Bの一例、
多発性内分泌腫瘍症2Bによる続発性慢性偽性腸閉塞の一例

信州大学医学部小児医学教室 酒井 悠佑

4-3 acquired hypoganglionosisの一例
昭和大学横浜市北部病院小児外科 八木 勇磨

4-4 Santulli型腸瘻をBishop-Koop型へ再造設し管理しているHypoganglionosisの1例
自治医科大学とちぎ子ども医療センター小児外科 廣谷 太一

4-5 Acquired hypoganglionososの一症例　術後10年を経過して（続報）
昭和大学　外科学講座小児外科部門 渡井  有
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セッション5　「直腸肛門奇形」　　11：10～11：38
 座長：渕本　康史（国際医療福祉大学医学部　小児外科）

5-1 低位鎖肛症例の長期予後とその問題点
京都府立医科大学小児外科 文野 誠久

5-2  小児直腸肛門手術後症例おけるFecoflowmetry （FFM）を用いた Kelly’s clinical 
score とKrickenbeck score（KS）の特徴の評価

久留米大学医学部外科学講座小児外科部門 東舘 成希

5-3 直腸肛門奇形・ヒルシュスプルング病術後便失禁に対するバイオフィードバック療法
神奈川県立こども医療センター　一般外科 望月 響子

5-4 NPO活動から検討した直腸肛門奇形術後の排便機能
特例認定NPO法人　手術を受けた子どもの成長支援 岩田 譲司

セッション6　「腸内細菌」　　11：40～12：01
 座長：田附　裕子（大阪大学大学院医学系研究科　小児成育外科）

6-1 牛乳・乳製品摂取でおこす腹部自覚症状の原因検索の試み
東京女子医科大学東医療センター小児科 長谷川茉莉

6-2 乳糖吸収不全における牛乳漸増負荷治療の有用性と腸内細菌叢の変化
東京女子医科大学東医療センター小児科 長谷川茉莉

6-3 大腸切除後や回腸廔管理している患者の腸液の細菌叢・有機酸解析
国立成育医療研究センター　外科 金森  豊

ランチョンセミナー　　12：10～13：10
 司会：川原　央好（浜松医科大学　小児外科）

過敏性腸症候群から解き明かす脳腸相関
東北大学病院心療内科・東北大学大学院医学系研究科行動医学 福土  審

共催：ミヤリサン製薬株式会社

施設代表者会議　　13：10～13：40
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座談会「小児消化管機能研究会の創設と発展」　　13：40～14：20
 司会：渡邉　芳夫（大府あおぞら有床クリニック）

 会談者：大浜　用克（神奈川県立こども医療センター　名誉総長）
 　　　　長嵜　　彰（北九州　古賀病院）
 　　　　長屋　昌宏（愛知県心身障害者コロニー中央病院　名誉総長）
 　　　　横山穣太郎（介護老人保健施設　花の木　施設長）
 （五十音順）

スポンサードセミナー　　14：20～14：50
 司会：岡島　英明（金沢医科大学　小児外科）

小児の便秘治療アップデート～ガイドラインと新たな治療薬～
群馬大学医学部附属病院　地域医療研究・教育センター 羽鳥 麗子

共催：持田製薬株式会社／EAファーマ株式会社

ワークショップ　　14：50～16：00
 司会：友政　　剛（パルこどもクリニック）　　
 　　　松藤　　凡（聖路加国際病院　小児外科）

W1 小児慢性機能性便秘症におけるガストログラフィン注腸による便塊除去の実際
大阪母子医療センター　消化器・内分泌科 惠谷 ゆり

W2 便塞栓に対するオリブ油浣腸の使用経験
兵庫県立こども病院　小児外科 横井 暁子

W3  小児慢性機能性便秘症に対する薬物による維持療法Ⅰ 
～小児への保険適用のある薬剤を中心に～

信州大学医学部　小児医学教室 中山 佳子

W4 生理的な排便を目指したテーラーメード維持療法
浜松医科大学　小児外科 川原 央好
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セッション7　「便秘」　　16：00～16：54
 座長：尾花　和子（埼玉医科大学　小児外科）　　　　　
 　　　内田　恵一（三重大学医学部附属病院　小児外科）

7-1 当院における便秘症例の検討
あいち小児保健医療総合センター　小児外科 長谷川美和

7-2 慢性便秘症児に対する便塊除去―ガストログラフィン®注腸の有効性に関する文献的検討
群馬大学大学院医学系研究科小児科 龍城真衣子

7-3 自閉性スペクトラム障害（ASD）の特徴を有する慢性便秘症児の治療は困難か？
東海大学医学部付属病院　小児外科 上野  滋

7-4 当科における便秘の管理―新規治療薬ポリエチレングリコール製剤の導入―
大津赤十字病院　小児外科 高田 斉人

7-5 小児慢性機能性便秘症におけるポリエチレングリコール製剤の使用経験
中国電力株式会社中電病院　小児外科 秋山 卓士

7-6 当科におけるモビコール投与の実際
九州大学大学医学研究院小児外科学分野 伊崎 智子

7-7 小児慢性便秘症に対するポリエチレングリコール製剤治療の検討
仙台赤十字病院小児外科 岡村  敦

7-8  障害者における難治性便秘症の維持治療 
―ポリエチレングルコール製剤とマグネシウム製剤の有効性に関する後方視検討

群馬大学医学部附属病院　地域医療研究・教育センター／小児科 羽鳥 麗子

7-9  ポリエチレングリコール（モビコール®）の使用経験 
～小児慢性便秘症の治療にパラダイムシフトはあるか？～

月山チャイルドケアクリニック 窪田 昭男

次期会長挨拶

閉会の辞

－15－


